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新
見
市
防
災
公
園
内
の
競
技

場
は
、
陸
上
競
技
お
よ
び
サ
ッ

カ
ー
競
技
の
専
用
競
技
場
と
し

て
、
�
月　

日
の
オ
ー
プ
ン
以

��

来
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ナ
イ
タ
ー
設
備
、
更
衣
室
な

ど
も
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
健
康
増

進
や
競
技
力
向
上
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
競
技
場
を
使
用
す
る

場
合
は
、「
新
見
市
防
災
公
園
施

設
使
用
許
可
申
請
書
（
新
見
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
）」の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
専
用
使
用
の
場
合
は
、

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
の
個
人
使
用

は
予
約
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

試
合
・
大
会
な
ど
で
専
用
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
は
利
用
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
使
用
時
間

　

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
休
園
日

　
　

月　

日
〜
翌
年
�
月
�
日

��

��

■
使
用
料

　

別
表
の
と
お
り

　

使
用
料
は
原
則
と
し
て
前
払

　

い
。（
当
日
支
払
可
）

■
そ
の
他
使
用
制
限

　
　

競
技
場
は
、
施
設
の
性
質

上
、
災
害
の
発
生
時
お
よ
び

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
使
用
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
防
災
公
園
管
理
事
務

　

所（
�
�
�
�
�
�
）

備考使用料使用区分

�使用者が本市の住民以
外である場合は、使用料
に当該使用料の��％を
加算するものとする。

�入場料を徴しない専用
使用で、使用者の年齢
が多岐にわたる場合は
�時間までごとに�����
円とする。

�使用が�時間に満たな
い時間は�時間とする。

�時間までごとに  ������円一　般入場料を徴収
する場合

専用使用

�時間までごとに … �����円高校生以下

�時間までごとに … �����円一　般
入場料を徴収
しない場合

�時間までごとに … �����円高校生以下

�時間までごとに …… ���円小学生以下

�時間までごとに …… ���円一　般
個人使用
（陸上レーン、砂場の
 使用のみ）

�時間までごとに ……… ��円高校生以下

�時間までごとに ……… ��円小学生以下

【陸上競技場・サッカー場使用料】

備考使用料使用区分

�使用者が本市の住民以外である
場合は、使用料に当該使用料の
��％を加算するものとする。

�入場料を徴しない専用使用で、使
用者の年齢が多岐にわたる場合
は�時間までごとに���円とする。

�使用が�時間に満たない時間は
�時間とする。

�時間までごとに ……… �����円一　般入場料を徴収
する場合 �時間までごとに ……… �����円高校生以下

�時間までごとに ………… ���円一　般

入場料を徴収
しない場合

�時間までごとに ………… ���円高校生以下

�時間までごとに ………… ���円小学生以下

【多目的広場使用料】

【附帯施設等使用料】

使用料区分施設名

�時間までごとに … �����円全面　全灯

専用
使用

照　　明

�時間までごとに … �����円全面　半灯

�時間までごとに …… ���円半面　半灯

�時間までごとに …… ���円
全面　�／�灯
高校生以上個人

使用
�時間までごとに …… ��円

全面　�／�灯
中学生以下

�時間までごとに ……………………… ���円
冷暖房設備は�時間までごとに … ���円

�
ミーティングルーム
（会議室）

�人�回あたり ……………………… ���円
（更衣室のみの使用は無料。）

�シャワー室

使用料区　　分種　　別

���円�個円盤、砲丸

陸　上

��円�台ハードル

���円マット含む高跳び

�����円�回写真判定装置

�����円�回測定装置（風向計、風力計）

�����円�回タイマー（時計）

��円�本コーナーフラッグサッカー

���円�張りテント
一　般

各��円�台、�脚机、椅子

【備品使用料】

備考：使用が１時間に満たない時間は１時間とする。
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平
成　

年
�
月
か
ら
行
っ
て

��

い
た
新
見
市
民
運
動
公
園
の
改

修
整
備
事
業
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
�
月　

日
�
に
竣
工
式
を

��

行
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
改
修
を
は
じ
め
、
備
北
青

年
の
家
跡
地
の
駐
車
場
化
、
市

民
プ
ー
ル
管
理
棟
の
改
築
な
ど
、

公
園
内
を
総
合
的
に
整
備
し
ま

し
た
。　

《
改
修
整
備
事
業
の
概
要
》

◎
ス
ポ
ー
ツ
施
設

�
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
オ
ム

ニ
コ
ー
ト
）
�
面

�
屋
根
付
き
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
、ナ
イ
タ
ー

照
明
設
備
完
備
）
�
面

�
練
習
コ
ー
ト
（
壁
打
ち
ク
レ

ー
コ
ー
ト
）
�
面

◎
駐
車
場

�
公
園
入
口
駐
車
場
（
備
北
青

年
の
家
跡
地
）

　

普
通
車　

�
�
�
台

　

障
害
者
用　

�
台

�
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
駐
車
場

　

普
通
車　
　

台
��

◎
市
民
プ
ー
ル

�
管
理
棟
改
築

　

木
造
平
屋
建　

�
�
�
�

◎
そ
の
他

�
ト
イ
レ
改
築

�
倉
庫
改
築
（
備
蓄
倉
庫
）

�
市
民
プ
ー
ル
塗
装　

な
ど

■
日
時　

�
月　

日
�　

時
〜

��

��

■
場
所　

新
見
市
民
運
動
公
園

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
内
容　

　

竣
工
式
典
、
記
念
行
事
な
ど

　

屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改

修
・
屋
根
付
き
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
新
設
（
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備

完
備
）
な
ど
に
伴
い
、
使
用
時

間
お
よ
び
利
用
料
金
を
変
更
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
使
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
新
見
市
民
体
育
館
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
使
用
時
間

　

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
休
館
日

　
　

月　

日
〜
翌
年
�
月
�
日

��

��

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
民
体
育
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�

使用料施設名

�面につき�時間 ………………… ���円屋根付きコート

�面につき�時間 ………………… ���円屋外コート

�時間につき　全灯  �,���円、半灯  ���円照　 　 明

備考：練習板を使用するときは、�人につき
　　　�時間���円とする。
　　　高校生以下の者が使用する場合は、上記

�/�とする。
　　　使用者が本市の住民以外である場合は、

コートの使用料に当該使用料の��％を加
算するものとする。
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や さ し い 暮 ら し

　

地
球
温
暖
化
対
策
、
循
環
型
社
会
の
構
築
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、

私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
広
く
環
境
保
全
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
も
う
一
度
見
直

し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
保
全
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
使

用
し
な
い
部
屋
の
照
明
を
消
す
。
テ
レ
ビ
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。
ま

た
、
歯
磨
き
を
す
る
時
は
、
コ
ッ
プ
に
水
を
汲
ん
で
行
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
電
気
料
金
や
水
道
料

金
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
環
境
を
意
識
し
た
行
動
が
、

社
会
全
体
を
動
か
す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
川
を
き
れ
い

に
す
る
運
動
」
は
、
本
年
度
か
ら
「
に
い
み
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
E
c
o
運
動
」
と
改
め
、
�
月

�
日
�
に
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
新
見
市
の
快
適
な
生
活
環
境

を
守
り
「
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
美
化
運
動
に

参
加
し
て
地
域
へ
の
思
い
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月
�
日
�　

午
前
�
時
か
ら
�
時
間
程
度

■
内
容

　

地
域
の
道
路
や
公
園
な
ど
の
ゴ
ミ
（
可
燃
物
・

金
属
・
ガ
ラ
ス
類
）
の
収
集
。

※
草
、
枝
木
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
�
月
上
旬
の
地
区
回
覧
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
�
�
�
�
�
�
）

新
見
市
民
運
動
推
進
協
議
会
主
催

「
に
い
み
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ　
　

E 
c 
o
運
動
」の
開
催
に
つ
い
て
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で き る こ と か ら 始 め よ う　  環 境 に 

　

�
月　

日
�（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

��

か
ら
�
月
�
日
�（
環
境
の
日
）は
、

「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ

ー
ク
」
で
す
。
ポ
イ
捨
て
な
ど
不

法
投
棄
を
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し

て
、
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
外
で
家
庭
ご
み
、
事

業
所
ご
み
、
産
業
廃
棄
物
を
焼
却

す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
罰
則
も
大
変
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
例
外
的
に
あ
ぜ
の
草
な

ど
を
燃
や
す
場
合
で
も
、
煙
や
臭

い
、
灰
な
ど
に
よ
り
、
思
い
が
け

な
い
と
こ
ろ
で
迷
惑
を
か
け
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間

帯
や
風
向
き
な
ど
に
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
が
周
囲
に
燃
え
移
っ

て
火
災
に
な
る
危
険
性
も
あ
る
た

め
、
必
ず
消
防
署
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
　

（
�
�
�
�
�
�
）

　
　

消
防
本
部
警
防
課

　
　

（
�
�
�
�
�
�
）

ご
み
の
不
法
投
棄
、

野
焼
き
に
つ
い
て

　

岡
山
県
で
は
、
家
庭
ご
み
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
、
ス
ー
パ
ー

や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
店
舗
、
消
費
者
・

環
境
団
体
や
行
政
が
協
力
し
て
、

毎
月　

日
を「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

��

と
定
め
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
」の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
使
い
捨
て
」の
生
活
を
見
直
し

て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
「
環
境
に

や
さ
し
い
買
い
物
」
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」の
参
加
店

は
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す
。

　

ま
た
環
境
保
全
運
動
を
進
め
て

い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
新
見
市
市

民
環
境
会
議
で
は
、
マ
イ
バ
ス
ケ

ッ
ト
（
ト
レ
イ
付
）
を
�
個
�
�

�
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
課
で
お
買
い
求
め
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

�
月　

日
�
、
新
見
船
川
八
幡

��

宮
境
内
に
て
、
新
見
市
市
民
環
境

会
議
主
催
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト　

新
見
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

in

　

当
日
は
、　

時
か
ら
「
廃
油
キ

��

ャ
ン
ド
ル
作
り
」、　

時　

分
か
ら

��

��

は
木
谷
川
周
辺
で
「
ホ
タ
ル
鑑
賞

会
」
を
行
い
ま
す
。

　

ロ
ウ
ソ
ク
や
ホ
タ
ル
の
や
さ
し

い
光
の
中
で
、
普
段
何
気
な
く
使

っ
て
い
る
電
気
や
自
然
環
境
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト　

新
見

in

毎
月�

日
は 
岡
山
県
統 
一 
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

��



�����������
��������

新 見 市 成 人 検診���が
始まりま す�

平　成
 ��年度

市が実施する平成��年度の健康診査・がん検診などは次のようなものがあります。
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�����
�������������������
かく たん さい ぼう しん
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　�　市から「新見市成人検診ガイドブック」が届く（�月下旬）

　

　�　各種受診券（特定健診・健康診査）が届く（�月下旬）。

　　　  ※�　特定健診（新見市国保の��歳～��歳未満の人）・健康診査（��歳以上の人）の受診に

　　　　　　 必要な受診券を�月下旬に市民課国保年金係から送付しています。

　　　　　　  図のような封筒に、受診券が入っています。

　　　　　　  特定健康診査・健康診査の受診に必要ですので必ずご持参ください。

　�　個別検診または集団検診のいずれかを受診する。
　　　　個別検診：�月�日�～市内の医療機関で受診できます。
　　　　集団検診：�月�日�～日程表・会場はガイドブックでご確認ください。　
　　　  ※� 詳細な内容は、新見市成人検診ガイドブックでご確認ください。

　�　結果が届く。
　　　  結果については同封している検査値の見方などを参考にされるか、

　　　 健康づくり課へお問い合わせください。

　�　特定保健指導の利用、専門医療機関での精密検査受診

特定健診・健康診査受診券に関すること…………市民課国保年金係（������）

上記以外の特定健診・健康診査・がん検診に関すること……健康づくり課健康づくり係（������）

��������

�����

特定健康診査

健康診査

  受診券は、

  Ａ� サイズ

  の用紙です。

対　象　者受診後のフォロー健診種類

健診の結果、生活習慣病を発症する危険性が高い人特定保健指導特定健診

検診の結果、がんを含めた病気の危険性がある人医療機関での精密検査各がん検診

������
������
�������

�������
��
��

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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市
で
は
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
、
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
や

地
域
内
お
よ
び
地
域
間
の
交
流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
企
画
・
実
施
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
自
立
を
促
進
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
新
見
市
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
」
の
申
請
を
受
付
中
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
報
に
い
み
�
月
号
も
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

前
年
度
に
補
助
金
を
受
け
て
実
施
し
た
事
業
と
同

じ
内
容
で
本
年
度
に
事
業
実
施
す
る
場
合
、
前
年
度

の
交
付
確
定
額
の　

分
の
�
以
内
の
額
が
補
助
限
度

��

額
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
取
扱
い
の

適
用
が
除
外
さ
れ
ま
す
。

①
前
年
度
と
全
く
異
な
る
事
業
を
行
う
場
合

②
前
年
度
と
同
じ
事
業
に
新
た
な
補
助
対
象
事
業
を

付
加
し
て
行
う
場
合
な
ど

　

く
わ
し
く
は
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
検

討
さ
れ
て
い
る
団
体
は
、
事
業
実
施
期
間
に
関
わ
ら

ず
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
販
売
期
間　

�
月　

日
�
〜

��

�
月　

日
�

��

■
販
売
時
間　

�
時
〜　

時　
��

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
販
売
場
所

　

新
見
商
工
会
議
所

　

（
た
ま
が
き
券
）

　

阿
哲
商
工
会
本
部
・
支
所

　

（
ま
ん
さ
く
券
）

■
販
売
価
格　

　

�
セ
ッ
ト
�
� ,
�
�
�
円

　

（
� ,
�
�
�
円
券
×　

枚
）

��

■
購
入
限
度

　

�
人
各
期
当
た
り　

セ
ッ
ト

��

（　

万
円
分
ま
で
）

��

※
同
時
企
画
と
し
て
、
� ,
�
�

�
円
分
の
商
品
券
が
当
た
る
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
商
工
会
議
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

阿
哲
商
工
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

販売限度額
販売期間

まんさく券たまがき券

�,���万円�億円�月�日�～�月��日�第�期

�,���万円�億円�月�日�～�月��日�第�期

※第�期の販売は終了いたしました。※各販売期間とも完売次第終了いたします。

麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種の対象となる人は、早めに予防接種を受けましょう！

����������	
��
������

��������	
��

�����
������＆

申　請
受付中

■対象者

　第１期　生後�歳～�歳未満の乳児

　第２期　小学校入学前の年長児

　　　　　（平成��年�月�日～平成��年�月�日生）

　第３期　中学�年生

　　　　　（平成��年�月�日～平成��年�月�日生）

　第４期　高校�年生

　　　　　（平成�年�月�日～平成�年�月�日生）
※第�期～第�期の接種期限は平成��年�月��日まで

■料金：無料

�必ず医療機関に予約してください。予診票は

医療機関においてあります。

�高校生以下の人が接種される場合は、必ず母

子健康手帳を持参してください。母子健康手

帳がない場合などご不明な点は次の問い合

わせ先へご連絡ください。

■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係

　　　　　　　　（������）
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去
る
�
月　

日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
は
、

��

東
北
・
関
東
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
各
地
で
余
震
が
相
次
ぎ
、

被
災
さ
れ
た
住
民
の
方
々
は
長
期
間
に
わ
た
り
不
自
由

な
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
岡
山
県
は
歴
史
的
に
み
て
も
自
然
災
害
が
少

な
い
た
め
、
災
害
と
の
闘
い
に
多
く
の
労
力
を
費
や
し

て
こ
ら
れ
た
他
の
地
域
に
比
べ
県
民
の
防
災
意
識
が
薄

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、

近
年
、
鳥
取
県
西
部
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害

か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
活
か
し
て
、
平
素
か
ら
災
害
に
対

す
る
備
え
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

こ
の
度
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
の
市
全
体

の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
「
新
見
市
防
災
公
園
」
が
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
、
応
急
活
動
要
員
の

集
結
・
出
動
拠
点
、
物
資
の
備
蓄
・
中
継
基
地
な
ど
の

機
能
を
備
え
、
ハ
ー
ド
面
で
の
防
災
力
の
強
化
の
た
め

に
整
備
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
本
年　

月
に
は
、
防

��

災
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
自
衛
隊
、
岡

山
県
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
市
民
総
参
加
に

よ
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
か
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
先
般
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
発
生
時
な
ど
の
危

険
区
域
や
避
難
場
所
を
示
し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
と
予

想
さ
れ
る
地
震
の
揺
れ
の
強
さ
を
示
し
た
「
地
震
防
災

マ
ッ
プ
」
を
各
家
庭
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
ど
う
行
動
す
る
の
か
な
ど
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
「
自
助
」
に
つ
い
て
、
ま
た
地
域
の
安
全
を
地
域
で

互
い
に
協
力
し
て
守
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
十
分
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
見
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
安
全
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
共
に
災
害
に
強
い
ま
ち
新
見
市
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　池田 男氏（元神郷町助役　神
郷釜村）に、この度瑞宝双光章が
授与されました。
　池田氏は、新郷村、神郷町職員
として約��年間勤められた後、昭
和��年�月から神郷町収入役を、
昭和��年�月から平成�年�月まで
の�期�年�か月にわたり、神郷町
助役を歴任されました。
　長年の行政経験を活かされ、旧
神郷町の発展に多大な貢献をさ
れました。

故 池田 男氏に
瑞宝双光章

叙勲 �����
教育委員長・教育委員長職務代理者が
選任されました。

任期　平成��年�月��日～平成��年�月��日

 小  野  貴  美 江   さん
お の き み え

（新　見）

●教育委員

�
よし

    田 　徹   さん
だ とおる

（高　尾）

●教育委員長職務代理者

 安  達   友 恆   さん
あ だち とも ひさ

（大佐小阪部）

●教育委員長

平成��年�月��日付けで
教育委員に就任されました。
任期　平成��年�月��日
　　　～平成��年�月��日

いけ　 だ　 つる　 お



����������
���������

　７月２４日のアナログ放送終了まであと１か月となりました。

地上デジタル放送（地デジ）の準備はできていますか？

　デジサポ岡山（総務省岡山県テレビ受信者支援センター）で

は、下記のとおり臨時相談コーナーを設置します。地デジに関

するご質問に丁寧にお答えします。

���������
������

　相談コーナーの開設時間は、��時～��時です。相談は

無料で事前の予約も必要ありません。

（相談コーナーが混み合う場合は、お待ちいただくこと

もありますのでご了承ください。）

��������	
��
�����

　高齢者世帯などで自宅へ来てくわしく説明してほしいという人から戸別訪問の申し込みも受け付けて

いますので、下記までお電話ください。

■問い合わせ先

　デジサポ岡山（総務省岡山県テレビ受信者支援センター）

　（�������������）

　平日：�時～��時／土・日・祝日：�時～��時

金木水火月

�������������

まなび広場にいみまなび広場にいみ大佐支局大佐支局

�����

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ神郷支局神郷支局

����������

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ哲多支局哲多支局

����������

まなび広場にいみまなび広場にいみ哲西支局哲西支局

����������

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ大佐支局大佐支局

�������

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ神郷支局神郷支局

��������

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ哲多支局哲多支局

����������

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ哲西支局哲西支局

����������

まなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみまなび広場にいみ

［会場］　まなび広場にいみ：新見市新見���－�
　　　　大佐支局：新見市大佐小阪部����
　　　　神郷支局：新見市神郷下神代����
　　　　哲多支局：新見市哲多町本郷���－�
　　　　哲西支局：新見市哲西町矢田����



������������
��������

�月に開催した常任委
員会の主な内容と平成
��年第�回�月臨時会
において新たな議長、
副議長などが決定しま
したので紹介します

②
調
査
事
項

　

野
焼
き
な
ど
に
よ
る
林
野
火
災
の
件
数

と
対
策
、
今
秋
に
行
わ
れ
る
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
内
容
、
防
災
公
園
の
防
災
面
で

の
利
活
用
、
防
災
マ
ッ
プ
を
基
に
し
た
災

害
対
策
の
進
め
方
、
豊
永
財
産
区
と
萬
歳

財
産
区
の
管
理
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
る
歳
入
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
、
執

行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

陳
情
第　

号
「
年
金
受
給
資
格
期
間
の

��

短
縮
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
継
続
し
て
審

査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

②
報
告
事
項

　

新
見
市
防
災
公
園
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行

事
、
竣
工
式
典
お
よ
び
記
念
行
事
の
内
容

に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

③
調
査
事
項

　

こ
ど
も
課
内
に
設
置
し
て
い
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

況
と
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
要
望
の
状
況
、

文
化
交
流
館
の
指
定
管
理
委
託
業
者
を
変

更
し
た
理
由
、
高
齢
者
等
要
援
護
者
台
帳

の
整
備
状
況
、
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
機
器
の
更
新
時
期
、
市
営
バ
ス

運
行
委
託
に
係
る
入
札
状
況
と
そ
の
結
果

お
よ
び
委
託
単
価
、
契
約
期
間
に
つ
い
て
、

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
ふ
れ
あ
い
送
迎
）

の
運
行
に
係
る
利
用
者
へ
の
周
知
方
法
、

乗
合
場
所
の
選
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

平
成　

年
度
の
市
内
観
光
施
設
入
り
込

��

み
客
の
状
況
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
イ
ベ
ン
ト
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
へ

の
助
成
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援

の
状
況
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設
（
太
池

邸
）
の
状
況
、
お
が
粉
製
造
設
備
の
概
要
、

農
業
振
興
施
策
の
取
り
組
み
状
況
、
地
区

総
代
会
で
の
質
問
事
項
に
関
す
る
対
応
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
や

対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

③
そ
の
他

　

主
要
地
方
道
新
見
勝
山
線
改
良
事
業
調

査
の
要
望
に
つ
い
て
、
岡
山
県
知
事
宛
要

望
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

平
成　

年
第
�
回
�
月
臨
時
会
の
会
期

��

日
程
の
決
定
、
予
算
・
決
算
委
員
会
の
常

任
委
員
会
化
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

�
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
羽
場
純
三
議
員
、
副
議
長
に

池
田
一
二
三
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
、
議
席
順
、
敬

称
略
）

◎
仲
田　

康
豊

○
小
郷　

昌
一　
　

難
波　

孝
一

　

藤
澤　

正
則　
　

津
島　

大
孝

　

才
田　

靖
郎　
　

池
田　

一
二
三

　

羽
場　

純
三

◎
山
口　

康
史

○
橋
本　

亨
子　
　

杉
本　

美
智
子

　

林　
　

光
和　
　

塩
飽　

満
路

　

面
田　

照
雄　
　

榎　
　

日
出
男

◎
坂
口　

正
視

○
塚
本　

陽
満　
　

村
上　

伸
祐

　

串
馬　

邦
夫　
　

山
本　

久
美
子

　

杉　
　

修
次　
　

前
田　

忠
志

◎
津
島　

大
孝

○
藤
澤　

正
則　
　

山
口　

康
史

　

才
田　

靖
郎　
　

面
田　

照
雄

　

仲
田　

康
豊　
　

榎　
　

日
出
男

　

坂
口　

正
視　
　

池
田　

一
二
三

■
問
い
合
わ
せ
先

 　

議
会
事
務
局
（
�
�
�
�
�
�
）

①
報
告
事
項

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
支
援

物
資
の
受
け
付
け
状
況
、
新
に
い
み
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
作
成
、
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
制
作
担
当
課
の
変
更
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
、
支
局
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

�
総
務
常
任
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

�
議
会
運
営
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

�
議
長
・
副
議
長

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
（
構
成
）

�
総
務
常
任
委
員
会
（
構
成
）

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
構
成
）

�
議
会
運
営
委
員
会
（
構
成
）

議会�
レ ポ ー ト �
常任委員会
臨時会
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市
街
地
の
公
共
交
通
を
充
実

さ
せ
る
目
的
か
ら
、
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
た
市
街
地
循
環
バ

ス
の
運
行
計
画
が
、「
新
見
市
地

域
公
共
交
通
会
議
」
で
承
認
さ

れ
、
�
月　

日
�
か
ら
運
行
を

��

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
街
地
の
交
通

環
境
が
充
実
し
、よ
り
便
利
に
な

り
ま
す
。

　

市
街
地
に
は
、
商
業
施
設
や

医
療
機
関
、
公
共
施
設
が
集
中

し
て
お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
、
移
動
手
段
の
確
保

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
市
街
地
で
は
、
路
線

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

便
数
が
少
な
い
こ
と
や
路
線
の

な
い
地
域
も
あ
り
、
決
し
て
十

分
と
言
え
る
状
況
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
、
公
共
交
通
の
充
実
を

望
む
声
は
高
く
、
新
た
な
交
通

手
段
と
し
て
市
街
地
循
環
バ
ス

の
運
行
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

新
た
に
運
行
が
始
ま
る
の
は
、

石
蟹（
石
蟹
駅
前
）〜
上
市
横
見

間
で
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
路
線
が

無
か
っ
た
西
方
地
域
に
も
路
線

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

新
た
な
利
用
者
も
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

運
行
は
、
備
北
バ
ス
株
式
会

社
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

休
日
も
含
め
毎
日
、
�
便
が
運

行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

鉄
道
や
路
線
バ
ス
と
の
接
続

に
配
慮
し
た
時
刻
表
を
検
討
し

て
お
り
、
�
月　

日
�
か
ら
の

��

運
行
開
始
に
向
け
た
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

新
た
に
運
行
さ
れ
る
市
街
地

循
環
バ
ス
の
運
賃
は
、
�
乗
車

�
�
�
円
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
と

の
思
い
か
ら
決
定
し
た
も
の
で
、

誰
も
が
、
�
�
�
円
で
市
街
地

を
移
動
で
き
る
と
い
う
分
か
り

易
い
運
賃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
未
就
学
児
は
無
料
で

乗
車
で
き
ま
す
が
、
小
人
割
引

制
度
や
障
害
者
割
引
制
度
の
適

用
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
市
街
地
循
環
バ
ス
の

運
行
開
始
に
よ
り
、
市
街
地
で

の
交
通
環
境
は
格
段
に
向
上
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
循
環
バ
ス
は
、
市
街

地
に
お
住
ま
い
の
人
だ
け
の
利

便
性
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
周
辺
地
域
の
人
が
、
市

街
地
で
の
買
い
物
や
医
療
機
関

へ
の
通
院
な
ど
を
す
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
路
線
バ
ス
を
利
用
し

て
も
、
市
街
地
内
で
の
移
動
手

段
が
少
な
い
こ
と
が
大
き
な
問

題
で
し
た
が
、
今
回
の
市
街
地

循
環
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、
鉄

道
や
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
上

で
、
市
街
地
循
環
バ
ス
に
乗
り

継
ぐ
こ
と
で
、
移
動
が
容
易
に

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
事
を
効

率
よ
く
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�����
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�
�
�
�
�
�
�
�
	

高尾�

長谷川病院�

中国新見�

昭和町�

御茶屋橋�

思誠小学校�

市役所前�

正田�

石蟹�

新見駅�

江道町�

中央病院口�

横見�

●北進路線�

（石蟹→横見）�

●南進路線�

（横見→石蟹）�

向田�

大学前�

くろかみ前�

ＪＡ前�

上市�

市街地循環バス　　　　　　 路線図�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�

　市では、新たに運行する市街

地循環バスの愛称を募集して

おりましたが、このほど決定しま

した。

　愛称は、『ら・くるっと』で、

廻るという意味の「くるっと」

と子どもからお年寄りまで気

軽に利用いただきたいという

思いを表す「 楽 」を組み合わせ
らく

た愛称です。

　愛称を応募された 南 　 敦  司 
みなみ あつ し

さん（上市）には、市街地循環

バスの�年間無料パスをお送

りします。

����

『ら・くるっと』

�
�
��
�

�
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全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム 

 

に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り
、
多
く

の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
全
国
各
地

に
避
難
さ
れ
て
お
り
、
住
所
地
（
避

難
さ
れ
る
前
の
お
住
ま
い
）
の
市
町

村
や
県
で
は
、
避
難
さ
れ
た
み
な
さ

ん
の
所
在
地
な
ど
の
情
報
把
握
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

避
難
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
、
避
難

先
の
市
町
村
へ
避
難
先
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
任
意
に
ご
提
供
い
た

だ
き
、
そ
の
情
報
を
避
難
元
の
県
や

市
町
村
へ
提
供
し
、
当
該
情
報
に
基

づ
き
、
避
難
元
の
県
や
市
町
村
が
避

難
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

 

提
供
し
て
い
た
だ
く
情
報

■
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別

■
避
難
前
の
住
所

■
避
難
先（
避
難
所
、個
人
宅
な
ど
）

の
情
報

東
日
本
大
震
災
で
被
災
地
か
ら
市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

避
難
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん�

避
難
先
の
市
町
村�

避
難
先
の
都
道
府
県�

避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
・
市
町
村�

①　提供していただく情報�
・氏名、生年月日、性別�
・避難前の住所�
・避難先（避難所、個人宅など）の情報�

・見舞金などの各種給付の連絡�
・国民健康保険証の再発行�
・税や保険料の減免・猶予・機嫌延長などの通知　など�

②　お知らせ�

 

手
続
き
方
法

　

「
避
難
先
な
ど
に
関
す
る
情
報
提

供
書
面
」
に
ご
記
入
の
う
え
、
次
の

受
付
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な

お
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど

を
お
持
ち
の
場
合
は
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
さ
れ
、
市
内

に
転
入
手
続
を
し
た
人
も
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
避
難
者
情
報
受
付
窓
口　

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
２
１
）
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
た
め
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
�
月　

日
現
在

��

で
　

�
� , 
�
�
� , 
�
�
�
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
� ,
�
�
�
万
円

に
つ
い
て
は
被
災
地
で
あ
る
岩

手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
各

市
長
会
へ
�
月　

日
に
送
付
し
、

��

被
災
者
の
支
援
に
充
て
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

義
援
金
は
引
き
続
き
受
け
付

け
て
お
り
、
随
時
被
災
地
へ
送

付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
す
る
こ
と
に
同

意
を
い
た
だ
い
た
法
人
、
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

金　　額団体等名称金　　額団体等名称

100,000新見駅前連合町内会38,277�いぶき

20,000新見　六軒丁上組　町内会300,000高尾棟無用水組合

20,000羽柴従兄弟会
7,122

大佐中学校
昭和30年卒業生　有志

70,000
新見市哲西町
婦人防火クラブ連絡協議会

13,239
水島ゴム工業用品�
新見支店およびお客様 50,000高尾　桜田町　町内会

43,257まんさく園入園者一同21,228日鉄鉱業有志一同

147,000正田　広瀬振興会100,000アテツ石灰化工�

50,000日 坂鐘乳穴神社7,200岡山県建築士会　新見支部

20,000新見地区老人クラブ井倉 松寿会14,000コーポラス金谷一同

30,000三室観光組合200,000千屋振興会

公表することに同意をいただいた法人および団体 市報�月号掲載分以降　敬称略

東
日
本
大
震
災
の

 

義
援
金
に
つ
い
て

■
管
理
施
設

　

左
記
の
①
・
②
・
③
の
組
み
合
わ

せ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
を
選

定
し
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
新
見
市
大
佐
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
新
見
市
大
佐
風
の

湯
温
泉
の
一
括
管
理
運
営
。（
運

営
委
託
料
� , 
�
�
�
万
円
以
下

／
年
額
）

②
新
見
市
大
佐
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
。（
運
営
委
託
料

� , 
�
�
�
万
円
以
下
／
年
額
）

③
新
見
市
大
佐
風
の
湯
温
泉
の
管

理
運
営
。（
委
託
料
な
し
）

■
指
定
管
理
期
間

　

平
成　

年　

月
�
日
〜
平
成　

��

��

��

年
�
月　

日
��

■
応
募
条
件
・
資
格

○
法
人
ま
た
は
団
体
で
、
代
表
者
が

破
産
者
や
準
禁
治
産
者
・
成
年
被

後
見
人
で
な
い
こ
と
。

○
税
金
、
公
共
料
金
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と
。

○
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
指
導
員
ア
ク
ア
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
有
す
る
者
、

ま
た
は
資
格
取
得
予
定
者
が
�

人
以
上
い
る
こ
と
。

※
そ
の
他
の
条
件
は
、「
募
集
要
項
」

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

指
定
管
理
者
申
請
書
を
市
に
提

出
し
、
審
査
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
募
集
要
項
の
閲
覧
・
配
布

　

�
月
�
日
�
か
ら
�
月　

日
�

��

の
間
に
、
大
佐
支
局
で
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
募
集
要
項
を
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

※
�
時　

分
〜　

時

��

��

■
現
地
説
明
会

　

現
地
説
明
会
を
希
望
に
応
じ
て

随
時
行
い
ま
す
。

■
申
請
書
の
受
付

　

�
月
�
日
�
か
ら
�
月　

日
�

��

　

時
ま
で
に
、
大
佐
支
局
へ
提
出

��し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
佐
支
局
産
業
建
設
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�





�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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市
内
の
３
選
挙
区
で
、　
　

　
　

名
の
委
員
を
選
出

２５

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
市
内
に
�

つ
の
選
挙
区
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

区
ご
と
に
選
挙
を
行
い
、
全
体
で　

名
の

��

委
員
を
選
出
し
ま
す
。

　

な
お
複
数
の
選
挙
区
で
、
選
挙
区
設
置

の
法
定
数
で
あ
る
�
�
�
世
帯
を
下
回
る

こ
と
か
ら
、
今
回
よ
り
選
挙
区
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
定
数
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

業
経
営
者
お
よ
び
年
間　

日
以
上
農
業

６０

に
従
事
し
て
い
る
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者
（
同
一
家
族
で
、
生
計
を
一
に

す
る
人
で
、
経
営
主
の
六
親
等
ま
で
の

血
族
と
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内

の
姻
族
と
そ
の
配
偶
者
を
い
い
、
内
縁

者
は
除
き
ま
す
。）

　

投
票
所
は
、
市
内　

か
所

２０

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
�
つ
の
選
挙
区
に

　

か
所
の
投
票
所
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
選

��挙
区
の
変
更
に
伴
い
、
多
く
の
地
区
で
投

票
所
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

地区（大字）選挙区

新見、高尾、金谷、正田、足立、西方、上市、唐
松、石蟹、長屋、馬塚、坂本（力谷を除く）

第�選挙区
（定数�人）

井倉、法曽、草間、足見、土橋、豊永佐伏、
豊永宇山、豊永赤馬

第�選挙区
（定数�人）

菅生、上熊谷、下熊谷、千屋花見、千屋井原、
千屋実、千屋、坂本のうち力谷

第�選挙区
（定数�人）

大佐全域第�選挙区
（定数�人）

神郷全域、哲西全域第�選挙区
（定数�人）

哲多全域第�選挙区
（定数�人）

　任期満了により実施される農業委員会委員
一般選挙の立候補手続きなどについて、次のと
おり説明会を開催しますので、立候補を予定し
ている人は出席してください。
　なお当日、届出用紙などをお渡ししますので、
印鑑をお持ちください。

日時��月��日�　��時～

会場�新見市山村開発センター

任期満了に伴う新見市農業委員会委員の選挙が、７月１０日�に

行われます。この選挙は、市内で農業を営む人にとって、最も

重要な選挙です。よく考えて信頼できる人に投票してください。

����������	
��

��������	

�������������

��������
������

～農業と農地を護る監視役～

地区（大字）選挙区

新見、高尾、金谷、正田、足立、西方（段を除
く）、上市（舞尾・畑原を除く）、唐松、石蟹、
長屋、馬塚、坂本（力谷を除く）、井倉、法曽、
草間、足見、土橋、豊永佐伏、豊永宇山、豊永
赤馬（川筋を除く）

第�選挙区
（定数�人）

菅生、上熊谷、下熊谷、千屋花見、千屋井
原、千屋実、千屋、坂本のうち力谷、大佐
全域、豊永赤馬のうち川筋

第�選挙区
（定数�人）

神郷全域、哲西全域、哲多全域、西方のう
ち段、上市のうち舞尾・畑原

第�選挙区
（定数��人）

※豊永赤馬のうち川筋地区は大佐分へ、西方のうち段および上市のうち舞尾・畑原の地区は神郷分へ 
　それぞれ選挙区が変更されました。ご注意ください。

【旧選挙区】 【新選挙区】

�

�

�

�

�

�

　

立
候
補
で
き
る
人

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
で
き
る
人
は
、
新

見
市
に
住
所
が
あ
り
、
�
月　

日
現
在
満

��

　

歳
以
上
の
人
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ

��か
を
備
え
て
い
る
人
で
す
。

①　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

１０る
人

②
①
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間　

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

６０

い
る
人

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
の
業

１０務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間　

日
以
上

６０

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

　

こ
れ
ら
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
、

立
候
補
す
る
人
は
、
告
示
日
（
�
月
�
日

�
）
に
文
書
で
、
選
挙
長
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

投
票
で
き
る
人

　

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
今
年

�
月　

日
に
確
定
し
た
新
見
市
農
業
委
員

��

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
名
簿
は
、
平
成　

年
�
月

��

�
日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

次
の
要
件
を
全
て
備
え
て
い
る
人
で
す
。

①
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
、　

新
見

２３

市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

②
満　

歳
以
上
の
人
（
平
成
３
年
４
月
１

２０
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
農

１０



��������������������
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医
療
費
受
給
資
格
証
を
す
で
に
お

持
ち
の
人
は
、
有
効
期
限
が
�
月　

日
��

�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�
月
上
旬
に
、
更
新
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
�
級
、
ま
た
は

�
級
を
持
っ
て
い
る
人

②
重
度
の
知
的
障
害
者
と
判
定
さ
れ

た
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
�
級
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
中
度
の
知
的
障
害
者
と

判
定
さ
れ
た
人

※
所
得
制
限
に
よ
り
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
を
超
え
て
新
た
に
右
の

��

①
〜
③
に
該
当
し
た
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
場
所

　

福
祉
課
・
各
支
局
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

前
年
中
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ

っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ
び
児
童　
（※）

②
父
母
の
い
な
い
児
童　

お
よ
び
そ
の

（※）

児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の

い
な
い
人

　

※
児
童
と
は　

歳
未
満
の
人
で
す
。

��

た
だ
し
、
高
等
学
校
に
在
学
中
の

人
は
卒
業
ま
で
対
象
と
な
り
ま

す
。

■
申
請
場
所

　

こ
ど
も
課
・
各
支
局
・
各
市
民
セ
ン

タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

こ
の
巡
回
更
生
相
談
は
、
身
体
に

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
専
門

の
医
師
が
診
査
を
行
い
、
補
装
具
交

付
の
判
定
・
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

車
い
す
、
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具

の
相
談
、
交
付
申
請

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
か
ら　

時　

分
ま
で
受
付

��

��

��

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

■
対
象

　

肢
体
（
手
・
足
）
障
が
い
・
聴
覚

障
が
い
の
ど
ち
ら
か
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

■
持
参
す
る
も
の

　

①
身
体
障
害
者
手
帳

　

②
印
鑑

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������	
��������	


�������
����

　市では心身障害者
やひとり親家庭など
の、医療費の一部を
公費で負担する制度
を設けています。
　この制度では、医
療費の自己負担割合が原則１割となり、１か月の
負担限度額についても所得に応じて基準額を定
めています。
　該当する場合は、お気軽にご相談ください。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
���

�

�
�
�
�
�

�
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��������

　

新
見
市
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体

障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・
そ
の
他
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

手
帳
交
付
、
医
療
、
就
学
、
就
職
、
施
設
入
所
な
ど
各
種
相
談
に

応
じ
、
助
言
や
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
相
談
員

へ
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

　

設
置
猶
予
期
間
が
終
了
し
、
�
月
�

日
か
ら
全
て
の
住
宅
や
共
同
住
宅
（
自

動
火
災
報
知
設
備
が
基
準
ど
お
り
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）
に
『
住

宅
用
火
災
警
報
器
』
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

取
り
付
け
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
罰
則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

人
ひ
と
り
が
「
設
置
が
義
務
に
な
っ

た
」
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
大
切
な
家

族
や
自
分
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
ま
だ
設
置
し
て
な
い
場
合
は
早
め

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
消
防
本
部
予
防
課

　

（
�
�
�
�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
）

������
�����

���
�����

●
身
体
障
害
者
相
談
員

　
 
赤  
木 　
 
初  
枝 　

（
高
尾
）

あ
か 

ぎ 

は
つ 

え

　
 
仲  
田 　
 
正  
平 　

（
菅
生
）

な
か 

だ 

し
ょ
う 
へ
い

　
 
仲  
村 　
 
敏  
久 　

（
唐
松
）

な
か 

む
ら 

と
し 

ひ
さ

　
 
後  
藤 　
 
泰  
治 　

（
上
市
）

ご 

と
う 

や
す 

は
る

　
 
宮  
坂 　
 
要  
治 　

（
草
間
）

み
や 

さ
か 

よ
う 

じ

　
 
杉  
井 　
 
省  
二 　

（
大
佐
永
富
）

す
ぎ 

い 

し
ょ
う 

じ

　
 
東  
郷 　
 
豊  
志 　

（
大
佐
田
治
部
）

と
う 

ご
う 

と
よ 

し

　
 
義  
國 　
 
茂  
夫 　

（
神
郷
下
神
代
）

よ
し 

く
に 

し
げ 

お

　
 
大  
原 　
 
國  
美 　

（
神
郷
高
瀬
）

お
お 

は
ら 

く
に 

よ
し

　
 
中  
村 　
 
賢  
志 　

（
哲
多
町
蚊
家
）

な
か 

む
ら 

け
ん 

じ

　
 
伊  
藤 
こ
た
か　

（
哲
多
町
田
淵
）

い 

と
う

　
 
関 　
　
　
 
勝 　

（
哲
西
町
上
神
代
）

せ
き 

ま
さ
る

　
 
横  
田 　
　
 
正 　

（
哲
西
町
畑
木
）

よ
こ 

た 

た
だ
し

　

平
成　

年
度
、
平
成　

年
度
の

��

��

行
政
相
談
委
員
が
、
次
の
と
お
り

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
 
赤  
木 　

 
聰  
人 

あ
か 

ぎ 

あ
き 

と

　
 
浅  
井 　

 
郁  
三 

あ
さ 

い 

い
く 

み

　
 
小  
鐡 　

 
滿  
重 

こ 

て
つ 

み
つ 

し
げ

　
 
田  
村 　

 
健  
二 

た 

む
ら 

け
ん 

じ

　
 
山  
本 　

 
武  
男 

や
ま 

も
と 

た
け 

お

　

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、
国

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行

政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
は
、
行
政
相
談
委

��

員
制
度
が
発
足
し
て　

周
年
を
迎

��

え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
み
な

さ
ん
の
身
近
な
地
域
に
お
け
る
行

政
相
談
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

行
政
相
談
委
員

新
見
市
身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員

の
お
知
ら
せ

●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
 
荒  
木 　
 
美  
幸 　

（
高
尾
）

あ
ら 

き 

み 

ゆ
き

　
 
米  
澤 　
 
正  
治 　

（
高
尾
）

よ
ね 

ざ
わ 

ま
さ 

は
る

　
 
佐  
熊 　
 
正  
史 　

（
土
橋
）

さ 

く
ま 

ま
さ 

し

　
 
山  
�  
喜  
久  
子 　

（
大
佐
田
治
部
）

や
ま 

さ
き 

き 

く 

こ

　
 
槙  
原 　
 
重  
徳 　

（
神
郷
下
神
代
）

ま
き 

は
ら 

し
げ 

の
り

　
 
田  
仲 　
 
満  
雄 　

（
哲
多
町
本
郷
）

た 

な
か 

み
つ 

お

　
 
石  
井 　
 
孝  
典 　

（
哲
西
町
上
神
代
）

い
し 

い 

た
か 

ふ
み

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）



��������������������

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る

だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
今
後
の
高
齢
者
施

策
の
指
針
と
な
る
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
お
よ
び
第
�
期
（
平

成　

〜　

年
度
）
介
護
保
険
事

��

��

業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
計
画
に
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

取
り
入
れ
る
た
め
、　

歳
以
上

��

の
人
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
び

出
し
た
人
を
対
象
に
高
齢
者
ニ

ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
上
の
人
（
要

��

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
と

高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
対
象
者

は
除
く
）
に
対
し
て
、
介
護
予

防
が
必
要
な
人
を
把
握
す
る
た

め
、
日
常
生
活
の
様
子
や
心
身

の
状
態
を
確
認
す
る
調
査
（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
票
の
発
送
は
、
い
ず
れ

も
�
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
課
保
険
管
理
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
「
老
後
」

や
「
介
護
」
を
自
分
自
身
の
身

近
な
問
題
と
し
て
考
え
、「
元
気

な
う
ち
か
ら
自
分
が
し
て
お
く

準
備
は
何
か
？
」、「
年
を
と
っ

て
も
、
な
お
元
気
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
何
が
必
要

か
？
」
な
ど
を
学
び
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き

い
き
と
生
活
を
送
る
た
め
の
シ

ル
バ
ー
ラ
イ
フ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

■
対
象

　
　

歳
以
上
の
人
で
、
原
則
全

��て
の
日
程
に
参
加
で
き
る
人

　
　

■
日
程
お
よ
び
内
容
、
講
師

・
第
１
回　

６
月　

日
�

２２

　

「
元
気
に
年
を
と
る
た
め
に

は
？
」

　

笑
顔
ク
リ
エ
イ
タ
ー　

　
 
中  
島  
孝  
子 
先
生

な
か 
し
ま 
た
か 

こ

・
第
２
回　

６
月　

日
�

２９

　

「
や
っ
て
お
こ
う
、
老
い
支

度
」

　

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
平  
松  
幹  
夫 
先
生

ひ
ら 
ま
つ 
み
き 

お

・
第
３
回　

７
月
７
日
�

　

「
わ
た
し
の
生
き
方
ノ
ー
ト

の
書
き
方
」

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
 
吉  
田  
公  
子 
先
生

よ
し 

だ 

き
み 

こ

■
時
間

　

い
ず
れ
も　

時　

分
〜　

時

��

��

��

　

分
��

■
会
場

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

　

教
材
費
�
�
�
円
（
予
定
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
月　

日
�
ま
で
に
介
護
保

��

険
課
内
新
見
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
�
�
�
�
�

�
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�

���������	
��
����������������	�
��
��　《毎日》 ��:��・��:��・��:��
にゅう

��������	
��
���
	������������	�������　《毎日》 ��:��・��:��・��:��

��������	
��
��
�������
���
��　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
����������　《毎日》 ��:��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係��������

����������� �����



������������
��������

みんなで 
防ご う

　これからの時期は、梅雨や台風などで大雨が降る場

合があります。このような時、心配なのが田畑の 畦  畔 
けい はん

の崩壊やため池の決壊などです。

　被害を最小限に食い止めるためには、気象情報に注

意し、ため池や水田の水管理をしましょう。

���������	

　近年、台風や集中豪雨などにより全国的にも老朽た
め池が被災し、下流域の農地や家屋などに甚大な被害
をもたらしています。このような災害を未然に防ぐた

めに、日頃から 堤  体 の草刈りや点検を心がけてくださ
てい たい

い。また、大雨が予想される時は、事前に水位を下げ
ておくなど十分な注意をお願いします。

　被災した田畑や農業用施設について、次の要件を満

たした場合は、復旧工事が補助対象となります。復
旧工事を希望する場合は、降雨後�週間以内に農林課
または、各支局へ申し出てください。

●災害復旧事業適用要件

�時間に���以上の雨量または、��時間で���以上の
雨量があった場合で、次の農地、施設の復旧工事が補
助対象となります。
　①耕作面まで被災した農地。
　②農業用施設（農道・水路で�人以上の受益者）が
　　被害を受け機能しない状態のもの。

●受益者負担

　災害復旧工事には、受益者負担が伴います。

■問い合わせ先　農林課耕地係（������）
　大佐支局 （������）　神郷支局 （������）
　哲多支局 （������）　哲西支局 （������）

�

　　　　　 んなで防ごう土砂災害
　　　　　 6月は土砂災害防止月間

　雨の多い時期に入ります。土砂災害を防止するために、
現在あらゆる対策が行われていますが、それだけでは必ず
しも十分ではありません。
　被害を最小限に食い止めるためには、一人ひとりが気象
情報などに注意して早めに避難することが大切です。
�大雨の情報
　長雨や大雨で危険だと思ったら、早めに避難しましょう。
　土砂災害の多くは雨が原因で起こります。1時間に20ミリ
以上、または降り始めてから100�以上の降雨量になった
ら十分な注意が必要です。

�避難方法
　土砂の流れる方向に対して横方向に避難しましょう。
　土石流は速度が速いため、流れを背にして逃げたのでは
追いつかれてしまいます。

�避難場所
　�月に各家庭に配布しました「防災マップ」をご覧いた
だき、普段から家族全員で避難場所や避難する道順を確
認しておきましょう。

　災害が起きたとき、家族全員が近くにいるとは限りませ
ん。そのような時もあらかじめ避難場所を決めておけば
安心です。

■問い合わせ先　建設課維持管理係（������）
　大佐支局（������）　神郷支局（������）
　哲多支局（������）　哲西支局（������）

　　　険信号に注意！
　　　  山地災害に備える

　梅雨・台風シーズンには、暴風・豪雨によ
り山腹が崩壊したり、土石流が発生するなど、
山地災害の危険性が高まります。

��������	
�
①枯れたことのないわき水が止まった。
②普段、澄んでいる沢や井戸の水が濁った。
③川が濁り、流木が混ざりはじめた。
④雨が降り続いているのに、川の水位が下がった。
⑤わき水の量が急に増えた。
⑥山の木が傾いたり、斜面に亀裂が走った。
⑦山の斜面から石が転がり落ちてきた。
⑧地鳴りの音が聞こえてきた。

　危険を察知したら、その場所に近づかない
ようにし、次の問い合わせ先までご連絡くだ
さい。

■問い合わせ先
　農林課林業振興係（������）
　大佐支局 （������）
　神郷支局 （������）
　哲多支局 （������）
　哲西支局 （������）

�
農地やため池の災害を未然に防ごう

��

災害復旧事業について
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市
で
は
、
汚
水
適
正
処
理
構
想

に
基
づ
き
、
公
共
下
水
道
事
業
や

農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
、
そ
の

地
区
に
応
じ
た
集
合
処
理
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
衛
生
的
な

環
境
を
作
り
、
河
川
な
ど
の
水
質

を
保
全
す
る
た
め
に
、
下
水
道
未

接
続
の
世
帯
や
事
業
所
は
、
一
日

も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
★
注
意

　

公
共
下
水
道
区
域
以
外
の
地
区

で
は
、
下
水
道
使
用
料
が
毎
年
�

月
�
日
の
世
帯
人
員
で
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
年
度
途
中
に
死
亡
、
転

出
な
ど
で
減
員
に
な
っ
た
場
合
は
、

届
出
に
よ
り
届
出
の
翌
月
か
ら
使

用
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

 
★
お
知
ら
せ

◎
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
制
度
に

つ
い
て

　

公
共
下
水
道
な
ど
の
処
理
区
域

内
で
、
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
排

水
設
備
の
工
事
を
行
う
場
合
に
、

こ
の
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
市
が

指
定
し
た
市
内
の
金
融
機
関
に
融

資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
利
子
の

助
成
を
行
い
ま
す
。（
供
用
開
始
か

ら
�
年
以
内
の
改
造
が
対
象
）

　

融
資
額
は
、
改
造
工
事
�
件
に

つ
き　

万
円
以
内
で
す
。
改
造
工

��

事
�
件
と
は
、
�
戸
の
す
べ
て
の

便
所
の
改
造
工
事
お
よ
び
排
水
設

備
の
接
続
工
事
を
い
い
ま
す
。

�
融
資
利
率　

�
・
�
％
（
固
定
）

�
利
子
補
給
率

　

供
用
開
始
初
年
度
接
続 

�
・
�
％

　

�
年
目
接
続 

�
・
�
％

　

�
年
目
接
続 

�
・
�
％

�
償
還
期
間　

最
長　

か
月

��

�
償
還
方
法

　

融
資
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら
月
賦
償
還
と
し
、

償
還
額
は
改
造
工
事
�
件
に
つ

き
毎
月
� , 
�
�
�
円
以
上

�
申
込
方
法

　

排
水
設
備
新
設
承
認
申
請
書
と

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
既
設
浄
化
槽
再
利
用
工
事
補
助

金
制
度
に
つ
い
て

　

既
設
の
浄
化
槽
を
雨
水
流
出
抑

制
施
設
に
再
利
用
し
て
、
雨
水
の

流
出
抑
制
と
有
効
利
用
を
図
る
個

人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
、
次
の

条
件
に
よ
り
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

�
市
税
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

�
雨
水
流
出
抑
制
施
設
を
利
用
す

る
た
め
の
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る

こ
と

�
市
と
申
請
者
と
の
間
で
雨
水
流

出
抑
制
施
設
の
管
理
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
す
る
こ
と

�
浄
化
槽
の
転
用
は
、
指
定
工
事

店
の
施
工
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
�
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
設
置

者
の
責
任
で
対
処
す
る
こ
と

　

補
助
金
額
は　

人
槽
ま
で
は
�

��

万
円
、　

人
槽
以
上
は　

万
円
で
す
。

��

��

　

補
助
金
交
付
の
申
請
は
、
新
見

市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
が
行
い

ま
す
の
で
、
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
指
定
工
事
店
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
請
は
、
排

水
設
備
新
設
承
認
申
請
書
と
同
時

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
申
請
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
下
水
道
集
合
処
理
計

画
区
域
以
外
で
は
、
水
質
浄
化
を

推
進
す
る
事
業
と
し
て
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

�
対
象
建
物

　

専
用
住
宅
ま
た
は
住
宅
部
分
の

面
積
が
全
体
の
�
分
の
�
以
上

の
店
舗
併
用
住
宅

※
浄
化
槽
設
置
完
了
後
、
�
年
以

内
に
接
続
す
る
こ
と

�
分
担
金（
�
戸
あ
た
り
）

　

�
〜　

人
槽　
　

万
円

��

��

�
使
用
料
（
一
般
住
宅
１
か
月
あ

た
り
）

　

基
本
額　

� , 
�
�
�
円

※
世
帯
員
�
人
に
つ
き
�
�
�
円

を
加
算
し
ま
す
。

�
設
置
申
請
受
付
期
間

　

平
成　

年　

月　

日
�
ま
で

��

��

��

※
設
置
工
事
に
期
間
を
要
す
る
た

め
、
前
記
受
付
期
間
で
締
め
切

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
、
雨
水
の
排
除
と
汚
水
の
処
理
に
よ
る
浸
水
の
防
除

と
い
う
機
能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
を
築
き
、
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
、
力
を
合
わ
せ
て
整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

快
適
な
生
活

環
境
を 
つ
く
る

�
�
�
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■内容

　ワープロソフト「ワード」を使って、文字入力

の基礎・簡単な文書の作成（�回連続）

■対象

　パソコンで文字入力ができ、マウス操作ができ

る人

■日時

　�月��日�、��日�、��日�

　時間はいずれも��：��～��：��

■会場

　まなび広場にいみ�階パソコン室

■参加費

　�����円（テキスト代別途）

■定員

　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（ワープロの基礎�月）、郵便番号、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキまた

は電話・���でお申し込みください。また、

まなび広場にいみ受付にも申込用紙を用意して

いますのでご利用ください。

■申込締切　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���－�

　生涯学習課生涯学習係（������）（������）

パソコン講座�パソコン講座�
��������	


6月 ゆっくり のんびり
ワープロ の基礎

■入居の決定
　申込者が複数の場合の入居決定については、選考委員会で決定します。

■申込方法
　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。

　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。

　締め切り後、なお空室がある場合には、随時募集とします。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������） 

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団地名種　類

単身者不可
��,���円～��,���円
（所得により決定します）

������
簡耐�階建 
�ＤＫ

唐　松 
（唐松）

公営住宅
単身者不可
※募集する部屋は
　�階です

��,���円～��,���円
（所得により決定します）

������
中耐�階建 
�ＤＫ

西　方
（西方）

単身者不可
※募集する部屋は
　�階です

��,���円～��,���円
（所得により決定します）

������
中耐�階建 
�ＤＫ

哲西中央
（哲西町八鳥）

��������	
市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

（
唐　

松
）

（
西　

方
）

（
哲
西
町
八
鳥
）
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　今年も東京芸術大学教授の 宮  廻  正  明 先生をお迎えし
みや さこ まさ あき

て絵画教室を開催します。

　日程は�月��日�・��日�の予定です。

　詳しい日程・参加募集は市報�月号などでお知らせ

します。

■問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係（������）

　

女
性
は
人
口
の
半
分
、
労
働
力
人
口
の

４
割
余
り
を
占
め
、
政
治
、
経
済
、
社
会

な
ど
多
く
の
分
野
の
活
動
を
担
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
他
の
先
進
国

と
比
較
し
て
、
指
導
的
な
立
場
で
活
躍
す

る
女
性
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

社
会
の
様
々
な
活
動
に
参
画
す
る
機

会
の
格
差
を
改
善
す
る
た
め
、
必
要
な
範

囲
に
お
い
て
、
女
性
に
積
極
的
に
機
会
を

提
供
す
る
取
り
組
み
を
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
」（
積
極
的
改
善
措
置
）
と

呼
び
、
企
業
、
団
体
、
地
域
社
会
な
ど
で

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

����
����

�����������

��������	
������

��������	
��


��������������
　市では、今年度の自主企画事業第�弾として、

「三浦友理枝ピアノコンサート」を開催します。三

浦友理枝さんは、��年「第��回マリア・カナルス

国際音楽コンクール」ピアノ部門第�位や��年「リ

ーズ国際ピアノコンクール」特別賞など数々の受

賞経験をもち、昨年にリリースした「ショパン：

��のプレリュード」は「レコード芸術」（音楽之友

社）で特選盤に選ばれた今注目のピアニストです。

　この機会に文化・芸術に触れてはいかがでしょ

うか。みなさんのご来場をお待ちしています。

�� � ��������

�����������	�

���������

�� � �����������	
��
����

※小学生未満のお子様の入場はご遠慮ください。

�チケット取扱場所
　まなび広場にいみ、新見市役所、各支局、

　新見市観光協会（太池邸）、　新見商工会議所

�問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係（������）
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早
い
も
の
で
新
見
へ
Ｕ
タ
ー
ン

し
て　

年
に
な
り
ま
し
た
。

��

　

地
元
へ
帰
っ
て
か
ら
は
、
同
級

生
と
よ
く
釣
り
に
行
く
よ
う
に
な

り
、
今
で
は
唯
一
の
趣
味
と
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

最
初
の
う
ち
は
地
元
の
ダ
ム
湖

で
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
狙
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
山
陰
で
メ
バ
ル

や
ス
ズ
キ
、
ア
オ
リ
イ
カ
な
ど
を

ル
ア
ー
で
釣
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

�
年
程
前
か
ら
は
瀬
戸
内
海
に

も
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
乗
合

船
か
ら
ル
ア
ー
で
真
鯛
や
タ
チ
ウ

オ
を
釣
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

お
陰
で
魚
を 
捌 
く
の
も
好
き
に

さ
ば

な
り
、
魚
料
理
も
い
ろ
い
ろ
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　

料
理
の
最
中
、
魚
を
捌
い
て
い

る
と
子
ど
も
た
ち
は
「
か
わ
い
そ

う
…
」
な
ん
て
言
っ
て
い
ま
す
が
、

食
べ
る
時
は
「
美
味
し
い
！
」
と

 亀  山  隆 一   さん

かめ やま りゅう いち

［高尾］

言
っ
て
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
立
派
な
食
育
に
な
る
と

思
い
「
可
愛
そ
う
か
も
知
れ
ん
け

ど
、
こ
の
魚
の
命
を
人
間
が
い
た

だ
い
て
い
る
か
ら
『
い
た
だ
き
ま

す
。』
な
ん
よ
。」
と
話
す
と
、
食

事
の
時
の
あ
い
さ
つ
の
意
味
も
理

解
し
て
く
れ
た
み
た
い
で
す
。

　

趣
味
で
楽
し
ん
で
い
る
釣
り
で

す
が
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
事
や
、

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
事
、
自
然
を
大

切
に
す
る
事
な
ど
、
色
々
学
び
教

え
て
や
れ
る
事
も
こ
の
趣
味
の
良

い
と
こ
ろ
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

僕
の
子
ど
も
た
ち
も
釣
り
で
学

ん
だ
知
識
や
喜
び
を
将
来
に
生
か

し
て
、
楽
し
む
事
や
食
べ
る
事
で

の
経
験
を
広
め
て
く
れ
た
ら
と
思

う
父
ち
ゃ
ん
な
の
で
す
。

�
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�
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見
た �
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新
見
公
立
大
学

看
護
学
部　 
植  
松 　

唯
   

さ
ん

う
え 

ま
つ 

ゆ
い

　
　
 
（
出
身 ‥

 
香
川
県
高
松
市
）
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Hello, Niimi. My name is Latasha Davis 

from Norfolk, Virginia USA. 

 I am happy to meet you. It has been about 

one month since I first arrived in Japan 

and it is all very exciting to me. 

 So far I love all of the natural and 

historical sites in Okayama. I also enjoy 

trying new foods so I plan to experience as 

much here as I can. 

 Thank you!  Latasha Davis

�

�

�

第　

通
��

 松  本   浩 昌   さん�
まつ もと ひろ まさ

神奈川県横浜市（出身・哲西町上神代）
会社員

術
場
の
根
岸
森
林

公
園
と
馬
の
博
物

館
を
過
ぎ
、
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
山
手
町
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
異

人
館
と
外
人
墓
地
を
訪
ね
、
さ
ら
に
港
の
見

え
る
丘
公
園
か
ら
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
望
み
、丘

を
下
っ
て
、
い
つ
も
活
気
に
あ
ふ
れ
る
元
町
商

店
街
か
ら
中
華
街
、
み
な
と
み
ら
い
の
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
な
ど
を
巡
り
ま
す
。
距
離
に
し
て
約　

�
、
途
中

��

寄
り
道
も
あ
り
�
〜
�
時
間
。時
に
は
、
気
ま
ぐ
れ

で
初
め
て
の
道
に
迷
い
込
ん
で
、
そ
の
都
度
、
町
並
み

や
看
板
や
坂
道
の
風
情
に
ま
た
新
し
い
発
見
を
し

た
り
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

い
か
が
で
す
か
、
私
と
一
緒
に
こ
ん
な
風
に
横
浜

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。き
っ
と
何
か
が
見
つ
か
り
ま

す
よ
。

郷
を
�
�
�
�
年
に
離
れ
、
い
つ
の
ま
に
か

　

年
近
く
の
時
が
過
ぎ
ま
し
た
。
広
島
、
倉

��

敷
、
大
分
と
渡
り
歩
き
ま
し
た
が
、
こ
の　

年
程
は

��

神
奈
川
県
横
浜
市
に
居
を
構
え
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
東
京
か
ら
南
へ　
��

�
、
人
口
�
�
�
万
人
の
東
京
都
に
次
ぐ
日
本
第

�
の
都
市
で
、
海
と
港
と
坂
道
と
明
治
以
来
の
歴
史

と
現
代
が
幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
た
大
都
会
で
す
。

都
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
意
外
な
ほ
ど
大

き
な
緑
が
残
さ
れ
て
い
た
り
、
歴
史
的
な
景
観
が
あ

っ
た
り
と
変
化
に
富
ん
で
い
て
と
て
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
休
日
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
は
、
市
内
を
ひ
た

す
ら
歩
く
こ
と
で
す
。
朝
早
く
自
宅
を
出
発
し
、
ま

ず
、
金
網
越
し
に
根
岸
米
軍
住
宅
の
ア
メ
リ
カ
映
画

風
の
建
物
を
横
に
見
な
が
ら
進
み
、
明
治
時
代
の
馬

★

�
�
�
�
�
�
�
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　�月�日�きらめき広場・哲西周辺で、「第��回

鯉が窪湿原まつり」が開催されました。

　周辺の水田では、牛の代かきに続き、太鼓の音

や田植え歌に合わせ、早乙女が田植えを行う「は

やし田植え」が披露されました。今年は後継者育

成のため地元小中学生も参加しました。

　また、鯉が窪湿原ではリュウキンカが咲き始め

ており、家族連れらが足を運んでいました。

　�月�日�神郷油野の三室総合案内所周辺で「三室峡シャ

クナゲ祭り」が開催されました。

　会場では、餅まきや神郷太鼓・備中神楽などの催し、ヤマ

メ釣りや特産品の販売が行われました。ヤマメ釣りでは、大

物を釣ろう！と頑張るお父さんの姿が印象的でした。

　訪れた人たちは、美しい新緑のなかで有意義な�日を過ご

していました。

　�月�日�大井野別れ広場を中心に、「大井野清流・

石楠花まつり」が開催されました。

　会場では、地元市民による屋台村や釣り体験が行わ

れました。また、訪れた家族連れらは、御洞渓谷や赤

松渓谷を歩き自然散策を楽しんでいました。

　�月��日�・��日�新見公立大学・短期大学で「第��回

鳴滝祭」が開催されました。

　ステージでは、菓子まき、ミスコンテスト、新見ウイン

ドアンサンブルの演奏などの催しがあり、客席からは大き

な歓声が起っていました。

　また、学生による模擬店やチャリティーバザーも行わ

れ、訪れた市民などが買い求めていました。

太鼓の音に合わせて
●第��回鯉が窪湿原まつり

ヤマメ釣り大会も開催
●三室峡シャクナゲ祭り

大佐地域の自然を満喫
 ●大井野清流・石楠花まつり

さまざまな催しで盛大に
●第��回鳴滝祭
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　�月�日�新見御殿町センター裏の高梁川で、「に

いみ子どもマス釣り大会」が開催されました。

　家族連れら約�,���人が訪れ、大物ゲット！を目指し

マス釣りを楽しんでいました。また、浅瀬ではマスや

金魚などのつかみ取りも行われ、会場は子どもの日を

満喫する子どもたちの笑顔であふれていました。

　�月��日�「交通安全キャラバン隊」が哲

西地域の小学校および認定こども園を訪問し

ました。新見市交通安全対策協議会からの

メッセージの伝達と記念品の贈呈を行い、日

頃からの交通安全を呼びかけ、交通安全に対

するルールなどを再確認しました。

　また、子どもたちは、パトカーや白バイの

見学も行いました。

楽しい子どもの日
●にいみ子どもマス釣り大会

　�月�日�新見美術館で「片岡鶴太

郎サイン会」が開催されました。

  片岡さんのサインを求める大勢の

ファンが朝早くから詰め掛けました。

　これは、同美術館の春季特別展であ

る「片岡鶴太郎展」に合わせて行われ

たもので、片岡さんは、ジョークを交

えながら新見についての感想などを話

された後、一人ひとりにサインを贈り

ました。

朝早くから長蛇の列
●片岡鶴太郎サイン会

日頃から交通安全を！
●交通安全キャラバン隊

無事故の輪を広げよう
●交通安全テント村

　�月��日�、「春の交通安全運動」の一環

として県道新見勝山線（下熊谷笹原入り口

近く）で初の交通安全テント村が行われま

した。

子どもたちが書いた無事故を願う手紙に、

交通安全啓発パンフレットを添えドライ

バーへ手渡し、無事故を呼び掛けました。

また、神郷・高尾・哲西地域でも交通安全

テント村を行いました。
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新
見
市
の
乳
幼
児
健
診
で
は
、
お

や
つ
の
時
間
は
、
ど
の
月
齢
に
お
い

て
も
約
�
〜
�
割
の
家
庭
が
時
間
を

決
め
て
食
べ
て
い
ま
す
。
逆
に
約
�

〜
�
割
の
家
庭
が
時
間
を
決
め
な
い

で
食
べ
て
い
ま
す
。
歯
の
表
面
が
溶

け
る
時
間
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る

た
め
に
、
だ
ら
だ
ら
食
い
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
飲
み
物
も
「
の
ど

が
渇
い
た
と
き
は
お
茶
か
お
水
」
ジ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

ュ
ー
ス
な
ど
を
合
間
に
飲
む
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
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む
し
歯
菌
の
大
好
物
は
砂
糖
で
す
。

砂
糖
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
は
で
き

る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�

　

む
し
歯
が
な
い
子
ど
も
は
、
む
し

歯
が
あ
る
子
ど
も
に
比
べ
て
仕
上
げ

磨
き
を
毎
日
行
っ
て
い
る
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
仕
上
げ
磨
き
を
す

る
時
間
帯
は
、「
寝
る
前
」「
食
後
」

な
ど
、
あ
る
程
度
時
間
を
決
め
て
行

い
ま
し
ょ
う
。
特
に
仕
上
げ
磨
き
を

す
る
時
は
、
寝
か
せ
た
状
態
で
行
う

と
効
果
的
で
す
。
毎
日
、
必
ず
寝
か

せ
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
唾
液

の
分
泌
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
唾
液

に
は
、
酸
性
に
な
っ
た
口
の
中
を
中

性
に
戻
す
力
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
噛

ん
だ
時
に
出
る
唾
液
は
、
通
常
出
る

唾
液
に
比
べ
て
、
約　

倍
か
ら　

倍

��

��

も
酸
を
中
性
に
す
る

力
が
強
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
の
む
し
歯

は
、
で
き
は
じ
め
る

と
進
む
の
も
早
い
も

の
で
す
。
で
き
れ
ば

�
・
�
か
月
か
ら
半

年
に
�
回
は
定
期
検

診
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

定
期
検
診
は
「
む
し

歯
を
見
つ
け
る
た

め
」
に
行
く
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
と
保

護
者
が
「
む
し
歯
を
作
ら
な
い
」
と

い
う
意
識
と
知
識
を
高
め
る
た
め
に

行
く
も
の
だ
と
思
っ
て
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
年
齢
や
状
況
に
応
じ
た
注
意

点
や
工
夫
方
法
、
歯
み
が
き
の
チ
ェ

ッ
ク
、
食
事
の
見
直
し
な
ど
の
相
談

も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課（
�
�
�
�
�
�
）

　

�
月
は
む
し
歯
予
防
月
間
で
す
。岡
山
県
で
は「
岡
山
県
民
の
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。新
見
市
の
乳
幼
児
健
診
で
の
む
し
歯 
罹  
患 

り 

か
ん

 
率 
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
岡
山
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、県
内

り
つの

他
市
町
村
の
な
か
で
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
図
�
参
照
）

　

家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
乳
幼
児
健
診
で
の
結
果
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師などが
電話で相談に応じるとともに受診などについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  �土曜、日曜、祝日および��月��日 ～翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

��
����
����

����������������������
����������������������

���������������������������������
����������������������

��������	
����������	


高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

����

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、
　　　　　日曜日、祝日

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　河本病院（内・外） ����������
真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������
真庭市　杉江医院（内・外） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市 米田医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市 近藤病院（内・外） ����������
真庭市　高田医院（外） ����������

�月�日（日）

新見市 新見中央病院 ������ 
庄原市 こぶしの里病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　谷田医院（外） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
����
���
�

��������	
�

����������
��������	
���
������

�����������

平成��年��月生
��月生・��月生

��：��～
　��：��

  新見市保健
  福祉センター

月�月��日

対象者：�～�か月の乳児をもつ保護者
内　容：�離乳食のすすめ方（栄養士の講話、離乳食のデモンス
トレーション、試食）�赤ちゃんとのふれあい遊び（保育士）�
小児科医師の講話（「乳児期に気をつけたい病気のお話」岡山
大学医学部　小田　慈  教授）�育児相談、体重測定（希望者）

持参するもの：母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお
茶、バスタオル

���������	


�����������

平成��年
�月生・�月生��：��～��：��

  新見市保健
  福祉センター

水�月��日

���������	
�

�����������

平成��年
�月生��：��～��：��

  新見市保健
  福祉センター

木�月�日

���������	
��

�����������

平成��年
��月生・��月生��：��～��：��

  新見市保健
  福祉センター

水�月��日

��������

�����������

平成��年
��月生��：��～��：��

  新見市保健
  福祉センター

火�月��日

診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

��������

��：��～��：��きらめき広場・哲西
火�月�日

��：��～��：��松陽産業（株）岡山工場

��：��～��：��
県備中県民局
新見地域事務所火�月��日

��：��～��：��杉岡建設
��：��～��：��大佐支局

水�月��日
��：��～��：��ＪＡあしん本所

���

＊��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
＊身分確認ができる物を持参してください。
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岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
（
旧：

新
見
保
健
所
）
で
は
、

精
神
科
医
師
・
保
健
師
に
よ
る

心
の
健
康
相
談
を
、
奇
数
月
に

�
回
、
偶
数
月
に
�
回
（
変
更

す
る
場
合
あ
り
）
開
催
し
ま
す
。

「
気
分
が
落
ち
込
む
」「
物
忘
れ

が
激
し
い
」「
心
の
病
気
で
は
な

い
か
と
心
配
」
と
い
っ
た
悩
み

の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
思
春
期

心
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

思
春
期
の
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
６
月
分
・
７
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
専
門
家
に
よ
る
思
春
期
心
の

　

健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
公
民
館
で
は
、　

歳
以

��

上
の
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進

と
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
よ
る
介
護
予
防
を
目
的
と

し
て
、
専
門
家
の
指
導
に
よ
り
、

「
健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

全　

回
の
教
室
の
う
ち
、
�

��

回
を
げ
ん
き
広
場
に
い
み
の
藤

本
広
平
さ
ん
を
講
師
に
、
残
り

�
回
の
講
師
を
介
護
予
防
体
操

指
導
士
の
三
村
幸
子
さ
ん
に
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
期
間　

６
月
〜　

月
１２

　

（
年
間　

回
の
予
定
）

１０

　

開
催
予
定
日

�
第
１
回　

�
月　

日
�

��

　

は
だ
し
で
エ
ア
ロ
＆
ポ
ー
ル

ス
ト
レ
ッ
チ

�
第
２
回　

�
月　

日
�

��

　

自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

�
第
３
回　

�
月
�
日
�

�
�
�
�

　

筋
ト
レ
＆
バ
ラ
ン
ス
エ
ク
サ

サ
イ
ズ

�
第
４
回　

�
月　

日
�

��

　

夏
バ
テ
対
策
〜
食
事
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
法
〜

�
第
５
回　

�
月
�
日
�

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス

�
第
６
回　

�
月　

日
�

��

　

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ

�
第
７
回　
　

月　

日
�　

��

��

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

�
第
８
回　
　

月　

日
�　
　

��

��

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
ス
ト
レ

ッ
チ

�
第
９
回　
　

月　

日
�　
　

��

��

青
竹
ふ
み
ふ
み

�
第　

回　
　

月
�
日
�　
　

１０

��

簡
単
に
で
き
る
生
活
改
善
・

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

い
ず
れ
も
、
午
前
�
時　

分
��

　

〜　

時　

分

��

��

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
・
げ
ん

き
広
場
に
い
み

■
参
加
資
格

　

新
見
市
民
で　

歳
以
上
の
人

��

■
定
員

平
成�

年
度　

心
の
健
康

��

相
談
お
よ
び
思
春
期　
　

心
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

　
　

名
（
申
込
受
付
順
）

��

　

定
員
に
達
す
る
ま
で
は
随
時

受
付

■
参
加
費

　

年
会
費
と
し
て
入
会
時
に

　

�
�
�
�
円

■
申
込
方
法

　

新
見
公
民
館
お
よ
び
ま
な
び

広
場
に
い
み（
受
付
）に
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
に
よ
り
、

新
見
公
民
館
ま
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
民
館
（
�
�
�
�
�

�
）

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
受
付

（
�
�
�
�
�
�
）

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
�
�
�
�
�
�
）

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
採
用
試
験
の

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目

平
成�

年
度

��

新
見
公
民
館「
健
康
教
室
」

参
加
者
募
集

税
務
職
員
募
集



��������������������

指
し
て
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
験
資
格

　

平
成
�
年
�
月
�
日
〜
平
成

�
年
�
月
�
日
生
ま
れ
の
人

■
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間

　

�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

※
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ

け
郵
送
（
簡
易
書
留
）
に
し

て
く
だ
さ
い
。（
�
月　

日
�

��

ま
で
の
消
印
有
効
）

■
受
験
申
込
先

　

受
験
し
よ
う
と
す
る
第
�
次

試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院

各
地
方
事
務
局

※
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試

験
を
全
国
ど
こ
の
試
験
地
で
も

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
第
１
次
試
験

�
試
験
日

　

�
月
�
日
�

�
試
験
地

　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄

す
る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・

松
江
市
・
岡
山
市
・
広
島
市
・

山
口
市

�
試
験
種
目

　

教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作

文
試
験

■
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　

月
�
日
�

��
■
第
２
次
試
験

�
試
験
日

　
　

月　

日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

��

の
間
で
指
定
す
る
日

�
試
験
地

　

第
�
次
試
験
合
格
通
知
書
に

よ
り
試
験
地
を
指
定（
試
験

日
お
よ
び
集
合
時
刻
も
記
載
）

�
試
験
種
目

　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

■
最
終
合
格
発
表
日

　
　

月　

日
�

��

��

■
受
験
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
請
求
、問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�　

広

島
市
中
区
上
八
丁
堀
�
�　
��

　

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
内
線
�
�
�
�
）

　

ま
た
は
お
近
く
の
税
務
署
総

務
課
へ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

　

山
田
方
谷
記
念
館
で
は
、
山

田
方
谷
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

催
し
ま
す
。

①
「
山
田
方
谷
の
こ
と
ば
」
〜

山
田
方
谷
を
学
ぶ
会
著
〜
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
学
習
と

話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

②
詩
を
通
じ
て
人
間
方
谷
の
探

求
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

�
月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

■
場
所

　

新
見
市
大
佐
小
南
�
�
�
番

地
�　

山
田
方
谷
記
念
館
研

修
室

■
参
加
費

　

�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
田
方
谷
記
念
館
（
�
�
�

�
�
�
）

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

で
は
、
平
成　

年
度
新
見
阿
哲
文

��

学
選
奨
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

　

①
小
説
（
随
筆
、
戯
曲
、
児

童
文
学
を
含
む
）
②
詩
③
短

歌
④
俳
句
⑤
川
柳
⑥
ジ
ュ
ニ

ア
の
部（
童
話
、詩
、短
歌
、俳

句
、
川
柳
な
ど
）

■
応
募
資
格

�
市
内
在
住
者
、
出
身
者
、
勤

務
者

�
市
内
で
文
学
活
動
に
参
加
し

て
い
る
人

※
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
小
・
中
学
生

■
作
品
募
集
締
切

　

�
月　

日
�

��

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
�
�　

ま
な
び
広
場
に
い
み
団
体
活

動
室
内

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
内
全
て
の
旧
市
町
村

を
巡
回
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

今
回
は
大
佐
地
区
を
観
察
し
ま

す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�　

時　

分
〜　

��

��

��

��

時　

分
（
受
付　

時
〜　

時

��

��

��

　

分
）　

��
■
観
察
場
所

　

大
佐
上
刑
部
つ
づ
ら
畑　

■
集
合
場
所

　

「
お
〜
さ
源
流
公
園
」

�����������

■
講
師

　

自
然
史
博
物
館
学
芸
員
・
友

の
会
幹
事
ほ
か　

■
持
参
品

　

筆
記
用
具
、
観
察
用
具
、
弁

当
、
飲
料
水
、
雨
具
な
ど　

■
参
加
費

　

無
料　

■
申
込
期
限

　

�
月　

日
�

��

■
申
込
方
法

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・

電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
決
行
。
た
だ
し
、
警
報

発
令
時
は
中
止
。
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）　

　

Ｅ
�
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ　

m
u
s
n
a
t@
c
ity

.k
u
ra
s
h
ik
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

「
山
田
方
谷
先
生
を　
　
 

 

学
ぶ
会
」の
ご
案
内

新
見
阿
哲
文
学　
　
　
　

選
奨
作
品
募
集

第
2
1
1
回
自
然
観
察
会

「
お
か
や
ま
自
然
探
訪�

」
��
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土金木水火月日

����

���������

��������������

��������������

����������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■�����
新見市新見��� -� （������  ���������）
特別館内整理のため、�月�日�、�日�を臨時休館します。

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代���� （������  ���������）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� -� （������  ���������）
ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｌｉｂ�ｎｉｉｍｉ- ｃ�ａｃ�ｊｐ/Ｌｉｂｒａｒｙ/ｉｎｄｅｘ�ａｓｐ ｘ

�
月
の
休
館
日

�月��日���：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　��：��～　こども映画会（新見）

　　　　　��：��～　子ども映画会（哲西）

�月��日���：��～　子ども向けＤＶＤ絵本（学術）

　　　　　��：��～　映画

　　　　　　　　　 『私の頭の中の消しゴム』（学術）

���������	


「新幹線と観光列車でめぐる九州の旅」
日本鉄道旅行地図帳編集部／編　新潮社　����年

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  但し、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

「５分で音読する古典」
 横  山 　 験  也 ／編　ほるぷ出版　����年
よこ やま けん や

　全国から���人を超える小学
校の先生たちが小学生のみなさ
んに読んでほしい古典を選びま
した。美しく豊かな日本語の表
現を、ぜひ声にだして読んでみ
てください。

　九州新幹線・博多－鹿児島中
央間が満を持して全線開業！新
幹線から特急に乗り継ぐ九州の
鉄道の旅。鉄道地図や名駅弁、
名駅舎に加え、行ってみたいあ
の場所や食べてみたいこの味な
ど九州の魅力を紹介します。

「パパ・カレー」
 武  田 　 美  穂 ／作　ほるぷ出版　����年
たけ だ み ほ

「食べて治す！内臓脂肪を減らすレシピ３０３」
学研パブリッシング　����年

　五訂食品成分表に準拠、安心
献立がすぐに決まります。カロ
リー・コレステロール・塩分・
食物繊維を表示してあり、手軽
に作れて、おいしさもボリュー
ムも満点！気になるメタボも
この一冊で不安解消！

　牛肉は大きく豪華に、野菜は
大きくかたちいろいろ。フライ
パンで炒めてから鍋にいっぺん
に入れる…。これがパパ・カレ
ー。おいしそうなイラストとリ
ズミカルな文章で描く、読みき
かせにぴったりのたべもの絵本。

���������	
�新見図書館

　特別館内整理のため、�月�日�、�日�を

　臨時休館します。



��������������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月曜日

�����

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���円（���円）中高生…���円（���円）
　小学生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で入場無料

新見市西方���番地（������）

あ
け
ぼ
の
の
空　

白
い
も
や
が　

谷
間
や
く
ぼ
地
を
め
ぐ
り

山
の
上
へ
と　

の
ぼ
っ
て
い
く

ゆ
る
や
か
な
時
の
流
れ
を
へ
て　

雲
海
の
は
ぐ
く
ん
だ
茶
畑

山
あ
い
の
茶
の
葉
に　

ひ
か
る
朝
つ
ゆ

茶
畑
を
大
切
に
守
っ
て
き
た　

法
曽
原
の
人
々
の　

な
ご
や
か
な
笑
顔
が

い
っ
ぷ
く
の
法
曽
茶
の
湯
気
に
ゆ
れ
て
い

る
　

法
曽
の
大
地
に
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
生
き

る
人
々
の
い
ち
ば
ん
い
い
笑
顔
を
作
品
に

猪
風
来
の
創
作
土
偶
展 
【
会
期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�
】

「法曽原に生きる人々part�｢ チラシより」

《
ラ
・
テ
ィ
ラ
ー
ナ（
ゴ
ヤ
模
写
）》

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休館日�月曜日・展示替休館日（�/��～�/��）

し
た
、
猪
風
来
創
作
土
偶
展
「 
法  
曽  
原 
に
生

ほ
う 

そ 

は
ら

き
る
人
々
」
の
第
二
弾
。

　

縄
文
野
焼
き
の
土
の
色
・
火
の
色
が
、
作

品
に
、
や
さ
し
さ
・
力
強
さ
の
彩
り
を
か
も

し
出
し
て
い
ま
す
。
山
々
に
た
な
び
く
雲
海

の
精
気
を
吸
い
込
ん
で
味
わ
い
深
ま
る
茶

畑
を
、
手
を
か
け
丹
精
こ
め
て
育
て
る
人
々
。

法
曽
原
の
風
景
に
は
、
ま
る
く
刈
り
こ
ま
れ

た
茶
畑
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
生
き
る
人
々
を
モ
デ
ル
に
し

た
猪
風
来
の
創
作
縄
文
土
偶　

点
、
ま
た
そ

��

の
土
偶
作
品
を
法
曽
原
の
四
季
折
々
の
風

景
の
中
で
撮
影
し
た
写
真　

点
を
展
示
し

��

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

�
�
�
�
�
�

会
期
▼
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

　

新
見
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・
藤
井
哲（
�
�
�
�

�
�
�
�
�
）は
、
大
正　

年
岡
山
市
に
生
ま
れ

��

ま
す
。
少
年
時
代
は
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
各

地
を
転
々
と
し
、
一
時
期
、
新
見
で
過
ご
し
ま

す
。　

歳
の
時
、
満
州
に
渡
り
国
立
大
学
ハ
ル

��

ピ
ン
学
院
で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
ま
す
が
、
翌
年

学
徒
出
陣
に
よ
り
徴
兵
。
終
戦
後
は
シ
ベ
リ
ア

で
の
�
年
間
の
抑
留
生
活
を
経
て
新
見
に
帰
り

ま
す
が
、
ロ
シ
ア
語
を
活
か
す
仕
事
を
求
め
上

京
、
洋
書
会
社
に
勤
務
し
、
後
に
大
阪
転
勤
と

な
り
ま
す
。
大
阪
で
は
絵
画
サ
ー
ク
ル
「
レ
ア

ラ
・
ロ
ン
ド
」
に
所
属
し
、
勤
め
な
が
ら
絵
を

学
び
、
関
西
独
立
展
や
豊
中
市
展
な
ど
で
入
選
、

画
家
・
藤
井
哲
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
好
き
な
絵
に
対
す
る
思
い
が
止
ま
ず
、
そ

れ
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
プ
ロ
の
画

家
を
目
指
し
、
大
阪
市
立
美
術
研
修
所
に
入
所
、

昭
和　

（
�
�
�
�
）年
に
は
首
席
で
修
了
し
ま

��

す
。
東
京
中
央
公
論
画
廊
で
の
個
展
を
機
に
上

京
、
個
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
ま
す
が
、

絵
の
勉
強
を
す
る
た
め
ゴ
ヤ
の
世
界
を
求
め
ス

ペ
イ
ン
へ
渡
り
、
プ
ラ
ド
美
術
館
、
王
立
サ
ン

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
館
で
研
修
生
と
し
て
ゴ
ヤ

の
模
写
に
取
り
組
み
ま
す
。
昭
和　

（
�
�
�

��

�
）年
に
は
一
時
帰
国
し
、
東
京
と
大
阪
で
「
ゴ

ヤ
の
模
写
展
」
を
開
催
、
大
き
な
反
響
を
呼
び

ま
す
。
そ
の
後
再
び
ス
ペ
イ
ン
へ
。
ペ
ル
ー
、

ボ
リ
ビ
ア
に
も
渡
り
、�
ア
ン
デ
ス
に
生
き
る

人
々
�
を
取
材
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ア
ン
デ
ス
へ

と
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
拡
が
り
を
見
せ
ま
す
。

晩
年
に
は
終
の
シ
リ
ー
ズ
と
な
る
沖
縄
・
読
谷

村
シ
リ
ー
ズ
の
制
作
に
取
り
か
か
り
ま
す
が
病

の
た
め
未
完
に
終
わ
り
ま
す
。

　

本
展
は
、
平
成　

年
�
月
に
亡
く
な
っ
た
藤

��

井
哲
の
画
業
を
、
油
彩
画
と
素
描
画
で
振
り
返

り
ま
す
。

�
���
���
��
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�

ほ
う 

そ 

は
ら
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� � �

���

����
平成��年�月議会定例会（開会日）
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係（�����）

交通事故相談
���：��～��：���新見市総合福祉セ
ンター�生活環境課生活交通係
（�����）

�

����
心配ごと相談
��：��～��：���やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会神郷支所（�����）

農業委員会委員一般選挙立候補
予定者説明会
���：��～��：���山村開発センター
�選挙管理委員会事務局

身体障がい者巡回更生相談
���：��～��：���保健福祉センター
�福祉課障害者福祉係（�����）

��

����
議会文教福祉常任委員会
���：��～�市役所議員控室
�議会事務局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）

��
議会一般質問（予備日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

������
平成��年�月議会定例会
（閉会日）
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

���
心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

��� ��� ���



��������������������

���
心配ごと相談
���：��～��：���新見市総合
福祉センター�社会福祉協議
会本所（�����）

人権･行政合同相談
��：��～��：���哲多総合セ
ンター�哲多支局（�����）

�����
心配ごと相談
��：��～��：���きらめき広
場・哲西�社会福祉協議会哲西
支所（�����）

献血
���：��～��：���きらめき広
場・哲西���：��～��：���松
陽産業�岡山工場�健康づくり
課健康支援係（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�
第��回哲多ふる里
すずらんまつり
��：��～��：��
�本郷小学校周辺
�哲多支局（�����）

������
心配ごと相談

法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

��
献血
���：��～��：��
�備中県民局新見地域事務所
���：��～��：��
�杉岡建設�
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

����

������
議会一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
議会一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
議会一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
市民運動公園改修整備竣工式
���：��～��：��
�市民運動公園
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

�������
議会委員会（予備日）
���：��～�市役所議員控室
�議会事務局（�����）

献血
���：��～��：���大佐支局
���：��～��：���ＪＡあしん
本所�健康づくり課健康支援係
（�����）

��
議会総務常任委員会
���：��～�市役所議員控室
�議会事務局（�����）

��
議会産業建設常任委員会
���：��～�市役所議員控室
�議会事務局（�����）

��
三浦友理枝ピアノコンサート
���：��～��：���まなび広場
にいみ大ホール�生涯学習課文
化振興係（�����）

新見市壮年ソフトボール大会
��：��～��：���市民運動公
園グラウンド�生涯学習課生涯
学習係（�����）

����
心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

��
農業委員会委員一般選挙告示日
�選挙管理委員会事務局

にいみクリーンアップECO運動
��：��～�：���市内全域
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

� � ���� ��� ��� ����
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年  � 月 号  平成��年�月�日 No.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　������人（＋�人）
　　男　　������人（＋�人）
　　女　　������人（＋�人）
　出生…��人　 転入…���人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（＋��世帯）
　（平成��年�月末日現在）

�������

■市県民税　�期
　（納期限：�月��日）

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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